












研究目的 

最近の新生児救急医療システムの整備にともなって,新生児死亡率は著

明に改善してきたが,neontal transport には一定の限界と問題点がある

ことも明らかとなってきた。従って,今後は,出生前からの母児管理が可

能な周産期医療システムの整備が一層必要になると考えられる。そこで,

我々は maternal transportを主体とした周産期医療システムの運用に関

する指針作成を目的として,以下の研究をおこなった。 


